
JP 5118364 B2 2013.1.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面に化粧皿収容凹部が形成された容器本体と、それ自体の後端部が上記容器本体の後
端部に回動自在に連結され上記容器本体の上面を蓋する蓋体とを備え、上記容器本体と蓋
体とが、可撓性を有する合成樹脂製材料により一体成形され、上記容器本体の上面の後端
縁部と蓋体の下面の後端縁部とが中央折り曲げ線部で連結され、この中央折り曲げ線部の
左右方向の少なくとも一端部から、この一端部を頂点とする三角板が突設され、上記容器
本体の上面の左右両側縁部の、上記三角板に対応する側から、外側に向かって下り傾斜状
に延びる帯状の下側傾斜板が突設され、上記蓋体の下面の左右両側縁部の、上記三角板に
対応する側から、外側に向かって上り傾斜状に延びる帯状の上側傾斜板が突設され、これ
ら両傾斜板の後端縁部が上記三角板の、上記頂点に隣接する二辺に側部折り曲げ線部を介
して連結され、閉蓋状態から開蓋状態に移行する際に、中央折り曲げ線部および両側部折
り曲げ線部が折れ曲がって三角板の上記二辺のうち、下側傾斜板側の一辺を中心として三
角板が下方に移動しながら上側傾斜板側の一辺が裏返るようにして反転し、この反転姿勢
で開蓋状態が保持されるように構成されていることを特徴とする化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レフィル容器等の化粧料容器に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から、ファンデーション等の化粧料を収容するレフィル容器等の各種の化粧料容器
として、図１４に示すようなレフィル容器が提案されている。このレフィル容器は、上面
開放状に形成されたケース３１と、このケース３１の上面を蓋する蓋材３２と、化粧料３
３ａが収容された化粧皿３３と、ケース３１および蓋材３２をヒンジ連結する連結部３４
とを備えており、上記ケース３１，蓋材３２および連結部３４が合成樹脂材料により一体
成形されている。図において、３１ａは上記ケース３１に形成された化粧皿収容凹部で、
３５は上記ケース３１の底面に設けた接着剤層である（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】実開平６－１３７１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記のレフィル容器では、これをコンパクト等に収容して使用するので
はなく、レフィル容器のみで使用したい場合に、化粧の際に蓋材３２を開蓋すると、この
蓋材３２が連結部３４を介してケース３１に連結されているだけであるため、蓋材３２が
連結部３４を中心に上下に揺動してその開蓋姿勢が安定せず、使いにくいという問題があ
る。しかも、上記のレフィル容器では、これを床上に落下させたり、周囲の他物に当てた
りしてケース３１や蓋材３２に衝撃を与えると、その衝撃がケース３１や蓋材３２を介し
て化粧皿３３に直接伝達され、化粧皿３３内のレフィル化粧料３３ａが破損等しやすく、
レフィル容器本来の目的である、レフィル化粧料３３ａの保護が困難になるという問題も
ある。
【０００４】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、開蓋状態を安定に保持することがで
き、しかも、耐衝撃性に優れた化粧料容器の提供をその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、本発明の化粧料容器は、上面に化粧皿収容凹部が形成され
た容器本体と、それ自体の後端部が上記容器本体の後端部に回動自在に連結され上記容器
本体の上面を蓋する蓋体とを備え、上記容器本体と蓋体とが、可撓性を有する合成樹脂製
材料により一体成形され、上記容器本体の上面の後端縁部と蓋体の下面の後端縁部とが中
央折り曲げ線部で連結され、この中央折り曲げ線部の左右方向の少なくとも一端部から、
この一端部を頂点とする三角板が突設され、上記容器本体の上面の左右両側縁部の、上記
三角板に対応する側から、外側に向かって下り傾斜状に延びる帯状の下側傾斜板を突設さ
れ、上記蓋体の下面の左右両側縁部の、上記三角板に対応する側から、外側に向かって上
り傾斜状に延びる帯状の上側傾斜板が突設され、これら両傾斜板の後端縁部が上記三角板
の、上記頂点に隣接する二辺に側部折り曲げ線部を介して連結され、閉蓋状態から開蓋状
態に移行する際に、中央折り曲げ線部および両側部折り曲げ線部が折れ曲がって三角板の
上記二辺のうち、下側傾斜板側の一辺を中心として三角板が下方に移動しながら上側傾斜
板側の一辺が裏返るようにして反転し、この反転姿勢で開蓋状態が保持されるように構成
されているという構成をとる。
【発明の効果】
【０００６】
　すなわち、本発明の化粧料容器では、容器本体の上面の後端縁部と蓋体の下面の後端縁
部とを連結する中央折り曲げ線部の左右方向の少なくとも一端部から、この一端部を頂点
とする三角板が突設され、この三角板の、上記頂点に隣接する二辺に側部折り曲げ線部を
介して、上記容器本体の上面の左右両側縁部の一方（三角板に対応する側）から突設され
た下側傾斜板の後端縁部および上記蓋体の下面の左右両側縁部の一方（三角板に対応する
側）から突設された上側傾斜板の後端縁部が連結されている。したがって、本発明の化粧
料容器をコンパクト等に収容して使用するのではなく、それ自体のみで使用する場合に、
化粧の際に蓋体を開蓋方向に回動させると、中央折り曲げ線部および両側部折り曲げ線部
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が折れ曲がって三角板の上記二辺のうち、下側傾斜板側の一辺を中心として三角板が下方
に移動しながら上側傾斜板側の一辺が裏返るようにして反転し、開蓋状態となる。この開
蓋状態では、蓋体に所定以上の力を加えないと、上記各折り曲げ線部が折れ曲がって蓋体
が閉蓋方向もしくはその逆の方向に移動することがなく、上記開蓋状態が保持される。し
かも、上記両傾斜板の後端縁部が、可撓性を有する三角板で連結されているため、閉蓋状
態において、本発明の化粧料容器を床上に落下させて上記両傾斜板が床面に衝突したり、
周囲の他物に上記両傾斜板が当ったりしても、そのときの衝撃が上記三角板により緩衝さ
れる。したがって、上記容器本体内の化粧皿に収容した化粧料が破損等することがなく、
化粧料を充分に保護することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　つぎに、本発明を実施するための最良の形態について説明する。ただし、本発明は、こ
の実施の形態に限られるものではない。
【０００８】
　図１～図４は本発明の化粧料容器の一実施の形態を示している。この実施の形態では、
化粧料容器として、レフィル容器を用いている。これらの図において、１は内部に化粧皿
４が収容された容器本体部（容器本体）で、２は上記容器本体部１の上面を蓋する蓋体部
（蓋体）であり、この蓋体部２の後端部が上記容器本体部１の後端部に連結部３を介して
回動自在に連結されている。これら容器本体部１，蓋体部２および連結部３は、後述する
上下両傾斜板１１，１５とともに、ポリプロピレン（ＰＰ）等の合成樹脂製材料を用い、
型成形により一体成形されたものである（図６参照）。
【０００９】
　上記容器本体部１は、図５～図７に示すように、その上面が略四角形状に（より詳しく
は、４つの角部のうち、前側の左右両側角部が１／４円弧状である略四角形状に）形成さ
れており、この上面の外周縁部の前側部分および左右両側部分から、平面視略Ｕ字状に形
成された下側傾斜板１１が、外側に向かって下向き傾斜状に（この実施の形態では、水平
面に対する傾斜角度α1は４５°）延設されている。
【００１０】
　また、上記容器本体部１の上面には、上記化粧皿４を収容する化粧皿収容凹部１a が形
成されており、その略四角形状の底壁の外周部には、平面視コ字状に形成された前後一対
の溝状凹部１２が相対向状に形成されている。これら両溝状凹部１２の底面は、上記下側
傾斜板１１の下面より下方に位置決めされている。また、上記容器本体部１の上面には、
上記化粧皿収容凹部１a に沿って立壁１３が立設されており、この立壁１３の前面に、上
記蓋体部２の係合凹部２ａに着脱自在に係合する係合凸部１３ａが突設されている（図８
参照）。図５において、１ｂは上記化粧皿収容凹部１a の前後両側面に形成された左右一
対の係合凸部であり、上記化粧皿４の環状溝４ｂ（図１参照）に着脱自在に係合する作用
をする。１４は上記立壁１３および化粧皿収容凹部１a の左右両側壁の左右方向中央部分
に、上記立壁１３の上端面から化粧皿収容凹部１a の底面に向かって先細り状に形成され
た立溝である。
【００１１】
　上記蓋体部２も、図８に示すように、その下面（図１に示す閉蓋状態では、下面である
が、図１０に示す開蓋状態では、上面となる）が略四角形状に〔より詳しくは、４つの角
部のうち、前側（図１に示す閉蓋状態では、前側であるが、図１０に示す開蓋状態では、
後側となる）の左右両側角部が１／４円弧状である略四角形状に〕形成されており、この
下面の外周縁部の前側部分および左右両側部分から、平面視略Ｕ字状に形成された上側傾
斜板１５が、外側に向かって上向き傾斜状に（この実施の形態では、水平面に対する傾斜
角度α2は、下側傾斜板１１と同様に４５°）延設されている。
【００１２】
　また、上記蓋体部２の略四角形状の天井壁１６には、その外周部に、平面視コ字状に形
成された前後一対の溝状凹部１７が相対向状に形成されている。また、上記蓋体部２の内



(4) JP 5118364 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

周面の前部に、上記容器本体部１の係合凸部１３ａに着脱自在に係合する係合凹部２ａが
形成されている。図８において、１８は上記両溝状凹部１７間に形成された凸部（図８参
照）である。
【００１３】
　上記連結部３は、図９に示すように、容器本体部１の後端縁部と蓋体部２の後端縁部と
を回動自在に連結する中央折り曲げ線部１９と、この中央折り曲げ線部１９の左右両端部
を頂点２０ａとするとともに下側傾斜板１１の略Ｕ字状の両後端縁部１１ａ，上側傾斜板
１５の略Ｕ字状の両後端縁部１５ａを上記頂点２０ａに隣接する二辺とする左右一対の三
角板２０（この実施の形態では、両三角板２０は二等辺三角形状である）と、左右一対の
側部折り曲げ線部２１，２２（上記両三角板２０の二辺および上記両傾斜板１１，１５の
後端縁部１１ａ，１５ａと共通する）とを有している。また、上記両三角板２０の、上記
頂点２０ａに対向する辺２０ｂの長さＬ1は、閉蓋状態における下側傾斜板１１の下面と
上側傾斜板１５の上面間の鉛直方向の長さＬ2と略同じに設定されている。
【００１４】
　上記化粧皿４は、内部にファンデーション等のレフィル用固形状化粧料４ａ（図１０お
よび図１１参照）が充填された金属製もしくは合成樹脂製皿であり、上記容器本体部１の
化粧皿収容凹部１a の底面との間に所定の隙間を設けた状態で収容，固定されている（図
１参照）。なお、上記化粧皿４は上記化粧皿収容凹部１a の底面に接着剤層（図示せず）
等により固定されていてもよい。また、上記化粧皿４は、図８に示すように、その外周側
面に、上記化粧皿収容凹部１a の各係合凸部１ｂに着脱自在に係合する環状溝４ｂが形成
されている。図８において、２３は上記化粧皿４の内周側面に突設された上下２段の環状
凸部で、２４は上記化粧皿４の底面に突設された内外二重の環状凸部である。
【００１５】
　上記の構成において、上記化粧料容器は、図６に示す状態で一体成形される。ついで、
図１に示す閉蓋状態にする場合には、中央折り曲げ線部１９，各側部折り曲げ線部２１，
２２を折り曲げながら蓋体部２を前側に回動させ、容器本体部１上に蓋体部２を載置する
とともに、容器本体１の係合凸部１３ａと蓋体部２の係合凹部２ａとを係合させ、この係
合により上記閉蓋状態を保持する。また、上記回動の際に、両三角板２０が下側傾斜板１
１の両後端縁部１１ａ（前側の側部折り曲げ線部２１）を中心として上方に移動しながら
反転して前側に傾斜し、図６に示す状態では内側に向いていた両三角板２０の内側面が、
外側を向くようになる（図１２参照）。
【００１６】
　この閉蓋状態から化粧料４ａを使用するため開蓋する場合には、蓋体部２を後側に回動
させることを行う。この回動の際に、中央折り曲げ線部１９，各側部折り曲げ線部２１，
２２が折れ曲がり、下側傾斜板１１の両後端縁部１１ａを中心として両三角板２０が下方
に移動しながら反転して裏返り始め（後側に傾斜し始め）、この反転の途中で（例えば、
図１３に示す状態で）、蓋体部２が元の状態に戻ろうとして一気に下方に反転し、元の状
態に戻る（図９参照）。そして、この元の状態（すなわち、開蓋状態）に保持される。
【００１７】
　上記のように、この実施の形態では、上記化粧料容器をコンパクト等に収容して使用す
るのではなく、それ自体のみで使用する場合に、化粧時に蓋体部２を開蓋状態にすると、
この開蓋状態が保持される。しかも、上記両傾斜板１１，１５の後端縁部１１ａ，１５ａ
が両三角板２０で連結されているため、閉蓋状態において、上記化粧料容器を床上に落下
させて上記両傾斜板１１，１５が床面に衝突したり、周囲の他物に上記両傾斜板１１，１
５が当ったりしても、そのときの衝撃が上記三角板２０により緩衝される。したがって、
上記容器本体部１内の化粧皿４に収容した化粧料４ａが破損等することがなく、化粧料４
ａを充分に保護することができる。
【００１８】
  なお、上記実施の形態では、上記容器本体部１および蓋体部２の外周縁部の前側部分お
よび左右両側部分から各傾斜板１１，１５が延設されているが、これに限定するものでは
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【００１９】
  また、上記実施の形態では、上記両三角板２０の、上記頂点２０ａに対向する辺２０ｂ
の長さＬ1 は、閉蓋状態における下側傾斜板１１の下面と上側傾斜板１５の上面間の鉛直
方向の長さＬ2 と略同じに設定されているが、この長さＬ2 より長くてもよいし、短くて
もよい。また、上記両三角板２０は、二等辺三角形状に形成されていなくてもよい。また
、上記下側傾斜板１１の傾斜角度α1と上側傾斜板１５の傾斜角度α2が異なっていてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の化粧料容器の一実施の形態を示す断面図である。
【図２】上記化粧料容器の側面図である。
【図３】上記化粧料容器の正面図である。
【図４】上記化粧料容器の斜視図である。
【図５】閉蓋状態にある容器本体部，蓋体部，連結部の断面図である。
【図６】開蓋状態にある容器本体部，蓋体部，連結部の断面図である。
【図７】開蓋状態にある容器本体部，蓋体部，連結部の平面図である。
【図８】開蓋状態にある化粧料容器の斜視図である。
【図９】上記化粧料容器の要部を示す説明図である。
【図１０】開蓋状態にある化粧料容器の斜視図である。
【図１１】開蓋状態にある化粧料容器の平面図である。
【図１２】上記化粧料容器の要部を示す説明図である。
【図１３】上記化粧料容器の作用を示す説明図である。
【図１４】従来例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２１】
　１　容器本体部
　２　蓋体部
　１１　下側傾斜板
　１５　上側傾斜板
　１１ａ，１５ａ　後端縁部
　１９　中央折り曲げ線部
　２０　三角板
　２１，２２　側部折り曲げ線部
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